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      令和４年第２回（定例会）吉備中央町議会会議録（５日目） 

 

１．令和４年３月２２日  午前 ９時３０分 開議 

２．令和４年３月２２日  午前１１時５６分 閉議 

３．会議の区別      定例会 

４．会議の場所      吉備中央町議会議場 

５．出席議員        

   １番  成  田  賢  一    ２番  山  本  洋  平 

   ３番  石  井  壽  富    ４番  渡    順  子 

   ５番  山  崎     誠    ６番  加  藤  高  志 

   ７番  河  上  真 智 子    ８番  黒  田  員  米 

   ９番  日  名  義  人   １０番  丸  山  節  夫 

  １１番  西  山  宗  弘   １２番  難  波  武  志 

６．欠席議員 

  な  し 

７．会議録署名議員 

   ５番  山  崎     誠    ６番  加  藤  高  志 

８．議場に出席した議会事務局職員 

  議会事務局長  杉 原 宏 典    書    記  堀   恵 子 

９．説明のため出席した者の職氏名 

  町    長  山 本 雅 則    副  町  長  岡 田   清 

  教  育  長  石 井 孝 典    会計管理者  亀 山 勝 則 

  総 務 課 長  岡 本 一 志    税 務 課 長  山 本 敦 志 

  企 画 課 長  片 岡 昭 彦    協働推進課長  根 本 喜代香 

  住 民 課 長  小 谷 条 治    福 祉 課 長  奥 野 充 之 

  保 健 課 長  塚 田 恵 子    子育て推進課長  冨士本 里 美 

  農 林 課 長  山 口 文 亮    建 設 課 長  髙 見 知 之 

  水 道 課 長  髙 森   学    教委事務局長  石 井 純 子 

  定住促進課長  荒 谷 哲 也 

１０．議事日程        
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   日程第 １         会議録署名議員の指名について 

   日程第 ２ 議案第 ２号  吉備中央町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につい

て 

   日程第 ３ 議案第 ３号  吉備中央町職員の給与に関する条例等の一部を改正

する条例について 

   日程第 ４ 議案第 ４号  吉備中央町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部を改正する条例について 

   日程第 ５ 議案第 ５号  吉備中央町職員の育児休業等に関する条例の一部を

改正する条例について 

   日程第 ６ 議案第 ６号  吉備中央町個人情報保護条例の一部を改正する条例

について 

   日程第 ７ 議案第 ７号  吉備中央町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例について 

   日程第 ８ 議案第 ８号  吉備中央町スクールバスに関する条例の一部を改正

する条例について 

   日程第 ９ 議案第 ９号  吉備中央町歴史民俗資料館条例の一部を改正する条

例について 

   日程第１０ 議案第１０号  岡山市及び吉備中央町における連携中枢都市圏形成

に係る連携協約の変更について 

   日程第１１ 議案第１１号  町有財産の取得につき議会の議決を求めることにつ

いて 

   日程第１２ 議案第１２号  令和３年度吉備中央町一般会計補正予算について 

   日程第１３ 議案第１３号  令和３年度吉備中央町国民健康保険特別会計補正予

算について 

   日程第１４ 議案第１４号  令和３年度吉備中央町介護保険特別会計補正予算に

ついて 

   日程第１５ 議案第１５号  令和３年度吉備中央町再生可能エネルギー事業特別

会計補正予算について 

   日程第１６ 議案第１６号  令和３年度吉備中央町診療所特別会計補正予算につ
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いて 

   日程第１７ 議案第１７号  令和３年度吉備中央町上水道事業会計補正予算につ

いて 

   日程第１８ 議案第１８号  令和３年度吉備中央町下水道事業会計補正予算につ

いて 

   日程第１９ 議案第２０号  令和４年度吉備中央町国民健康保険特別会計予算に

ついて 

   日程第２０ 議案第２１号  令和４年度吉備中央町介護保険特別会計予算につい

て 

   日程第２１ 議案第２２号  令和４年度吉備中央町後期高齢者医療特別会計予算

について 

   日程第２２ 議案第２３号  令和４年度吉備中央町再生可能エネルギー事業特別

会計予算について 

   日程第２３ 議案第２４号  令和４年度吉備中央町育英資金特別会計予算につい

て 

   日程第２４ 議案第２５号  令和４年度吉備中央町診療所特別会計予算について 

   日程第２５ 議案第２６号  令和４年度吉備中央町住宅新築資金等貸付事業特別

会計予算について 

   日程第２６ 議案第２７号  令和４年度吉備中央町吉川財産区管理会特別会計予

算について 

   日程第２７ 議案第２８号  令和４年度吉備中央町賀陽財産区管理会特別会計予

算について 

   日程第２８ 議案第２９号  令和４年度吉備中央町上水道事業会計予算について 

   日程第２９ 議案第３０号  令和４年度吉備中央町下水道事業会計予算について 

１１．会議に付した議案の題目及びその結果 

   議案第 ２号  吉備中央町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用 

           弁償に関する条例の一部を改正する条例について     可決 

   議案第 ３号  吉備中央町職員の給与に関する条例等の一部を改正する 

           条例について                     可決 

   議案第 ４号  吉備中央町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部 
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           を改正する条例について                可決 

   議案第 ５号  吉備中央町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正 

           する条例について                   可決 

   議案第 ６号  吉備中央町個人情報保護条例の一部を改正する条例につ 

           いて                         可決 

   議案第 ７号  吉備中央町国民健康保険税条例の一部を改正する条例に 

           ついて                        可決 

   議案第 ８号  吉備中央町スクールバスに関する条例の一部を改正する 

           条例について                     可決 

   議案第 ９号  吉備中央町歴史民俗資料館条例の一部を改正する条例に 

           ついて                        可決 

   議案第１０号  岡山市及び吉備中央町における連携中枢都市圏形成に係 

           る連携協約の変更について               可決 

   議案第１１号  町有財産の取得につき議会の議決を求めることについて  可決 

   議案第１２号  令和３年度吉備中央町一般会計補正予算について     可決 

   議案第１３号  令和３年度吉備中央町国民健康保険特別会計補正予算に 

           ついて                        可決 

   議案第１４号  令和３年度吉備中央町介護保険特別会計補正予算につい 

           て                          可決 

   議案第１５号  令和３年度吉備中央町再生可能エネルギー事業特別会計 

           補正予算について                   可決 

   議案第１６号  令和３年度吉備中央町診療所特別会計補正予算について  可決 

   議案第１７号  令和３年度吉備中央町上水道事業会計補正予算について  可決 

   議案第１８号  令和３年度吉備中央町下水道事業会計補正予算について  可決 

   議案第２０号  令和４年度吉備中央町国民健康保険特別会計予算につい 

           て                          可決 

   議案第２１号  令和４年度吉備中央町介護保険特別会計予算について   可決 

   議案第２２号  令和４年度吉備中央町後期高齢者医療特別会計予算につ 

           いて                         可決 

   議案第２３号  令和４年度吉備中央町再生可能エネルギー事業特別会計 
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           予算について                     可決 

   議案第２４号  令和４年度吉備中央町育英資金特別会計予算について   可決 

   議案第２５号  令和４年度吉備中央町診療所特別会計予算について    可決 

   議案第２６号  令和４年度吉備中央町住宅新築資金等貸付事業特別会計 

           予算について                     可決 

   議案第２７号  令和４年度吉備中央町吉川財産区管理会特別会計予算に 

           ついて                        可決 

   議案第２８号  令和４年度吉備中央町賀陽財産区管理会特別会計予算に 

           ついて                        可決 

   議案第２９号  令和４年度吉備中央町上水道事業会計予算について    可決 

   議案第３０号  令和４年度吉備中央町下水道事業会計予算について    可決 
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            午前 ９時３０分  開 議 

○議長（難波武志君） 

 おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１２名です。定足数に達しておりますので、これより直ちに本日

の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長において、５番、山

崎誠君、６番、加藤高志君を指名します。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第２、議案第２号、吉備中央町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第２号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 
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 全員賛成です。したがって、議案第２号、吉備中央町特別職の職員で非常勤のものの報

酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例については原案のとおり可決されまし

た。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第３、議案第３号、吉備中央町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例に

ついてを議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第３号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第３号、吉備中央町職員の給与に関する条例等の一部

を改正する条例については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第４、議案第４号、吉備中央町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例についてを議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 
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            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第４号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第４号、吉備中央町職員の勤務時間、休暇等に関する

条例の一部を改正する条例については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第５、議案第５号、吉備中央町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例についてを議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第５号について採決します。 
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 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第５号、吉備中央町職員の育児休業等に関する条例の

一部を改正する条例については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第６、議案第６号、吉備中央町個人情報保護条例の一部を改正する条例についてを

議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

 ９番、日名義人君。 

○９番（日名義人君） 

 提案のときに趣旨説明として上位法が改正されたのでということで提案があったと思い

ます。参考資料で確かめても、結局行政機関の保有する個人情報の保護に関するのその中

の、行政の保有する、また独立行政法人等の、このところが削除されてるっていうのがそ

の内容ですね。その確認でいいでしょうか。そこの文字を削ると。内容を読む限りでは、

大きな変化はあるように思えないんです。けれども、わざわざこれを削るというんか、削

除をするというのはどういうことなのかな、これが結果的にはどういうことを想定しなが

らそういうふうに判断をしたのか。 

 ある意味では、行政機関の保有するという条件をつけることで、行政機関の管理責任の

ようなものがここでは問われるんだろうと思うんですが、それがわざわざ削られていると

いうふうにも取れますので、少しその辺りの見解を聞かせてもらおうと思います。 

 というものが、このデジタル関連法案等の国の論議を見ても、この個人情報の保護とい

うところでは全国的にこの標準化していくっていう方向が述べられてますので、その中の

一つではないかというふうに思えて、一体これはどういうことを意味するのかなと、ちょ

っと警戒心を持ってお聞きしてるんです。 

 以上です。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 
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 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 日名議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 デジタル社会の形成整備法の施策によります一つといたしまして、個人情報保護制度の

見直しがあります。我が国の個人情報保護制度は、制度を実施する主体によって適用され

る法律が異なっておりますが、今回見直しによりまして適用される法令のほう、個人情報

の保護に関する法律に一本化しまして、民間事業者、国の行政機関、独立行政法人等々地

方公共団体、それぞれの特性に応じて個人情報保護に関する規律を統一することとなりま

した。それに伴いまして、うちの個人情報保護条例のほうも変更となったわけでございま

す。 

○議長（難波武志君） 

 ９番、日名義人君。 

○９番（日名義人君） 

 統一の方向でそうなったという経過は分かるんです。私が一番聞こうとしている内容

は、行政機関の保有するという言葉、それから独立行政法人の保有するっていう、これを

削ることが、ただ文章面を全国的に合わすというんではなくて、新たな状況を想定してこ

れがわざわざ削られてるということにもなろうかと思うんです、いろいろ検討された結果

でしょうから。とすると、そのことの意味はどういうことなんだろうかということをお聞

きしてるわけです。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 統一していくとおっしゃることですけど、これうちだけの考えでなくって、国全体がそ

ういうふうに統一した下で個人情報の扱いをしていこうということでありますので、あく

まで国の指導に従ってのものでございます。 

○議長（難波武志君） 

 ９番、日名義人君。 

○９番（日名義人君） 

 説明はよう分かるんです。そういうことで国がしてるからそうだ。でもこの個人情報保
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護条例は自治体が独自に権限で決めた内容だと思うんです。ほんなら国が統一せえと言う

から、はいそれでということでは僕もちょっと納得いかないんです。なぜわざわざ自治体

の責任なり特殊法人の責任なりが薄めるようなことになっていってしまうか、とするとそ

こで新たな曖昧なところが生まれてくる可能性は十分あり得るんではないか。ただし、僕

が目の前でこんなことがあってというふうなことが想定できないので、そういう不安を持

つからそこのところを聞いてるんですが、それに対する返事がないままなんです。だから

再々質問と。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 個人情報の保護については大変御心配されることだと思いますが、これはそれぞれの自

治体、我が町におきましても個人情報の扱いについては十分に注意して行っていくところ

でありますので、先ほど申しました国に準じてやっていくんですけど、町においても今ま

で以上に十二分にその辺の取扱いのほうは気をつけていこうというように思ってはおりま

す。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第６号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 
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○議長（難波武志君） 

 賛成多数です。したがって、議案第６号、吉備中央町個人情報保護条例の一部を改正す

る条例については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第７、議案第７号、吉備中央町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

を議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第７号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第７号、吉備中央町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第８、議案第８号、吉備中央町スクールバスに関する条例の一部を改正する条例に

ついてを議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 
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            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第８号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 賛成多数です。したがって、議案第８号、吉備中央町スクールバスに関する条例の一部

を改正する条例については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第９、議案第９号、吉備中央町歴史民俗資料館条例の一部を改正する条例について

を議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

 ９番、日名義人君。 

○９番（日名義人君） 

 ちょっと角度の違ったところからの質問になると思うんですが、これは豊野の歴史民俗

資料館を下加茂の津賀のほうの、加茂川歴史民俗資料館のほうへ移すということなんで

す。それはよく分かります、事情が。学校再編等なこともあって、校舎の修理等もあるで

しょうから。ただ、この後せっかくをふるさと学というふうな言葉も言われてますけれど

も、その地域の本当にこの中山間地、農村にふさわしいいろいろな資料がせっかく備わっ

ているわけです。それを目の前にしながら勉強をするチャンスというのは絶対必要だと思

うんです。とすると、将来的にはどういう方向を考えておられるのか、地域でそういう文
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化資材を大切にするという意味で、その辺のこれからの方向を、考えておられればちょっ

と説明を補足してほしいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 石井教育長。 

○教育長（石井孝典君） 

 日名議員の御質問にお答えいたします。 

 今おっしゃっていただいたようなことについては、今後の吉備中央町、ふるさと学をし

ていく上でとっても重要なことでございまして、現在もバスを活用しながらそれぞれの民

俗資料館だとか、あるいは吉川の資料館だとか、いろんなところへ行って、現地での学習

をしているという状況がございます。これは引き続きやっていきたいというふうに思って

おりますし、一つのところへそういったものが集まるということで、より多くのことが学

んでいけるんではないかなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（難波武志君） 

 ９番、日名義人君。 

○９番（日名義人君） 

 ということは、ここの豊野地区に改めてこういう民俗資料館的なような、日頃身近に接

せられるようなところがない状態になっていくと。新たに将来そこへ復活させる、その地

域にというようなことは展望されていないということですね。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 石井教育長。 

○教育長（石井孝典君） 

 御質問にお答えいたします。 

 先ほど申しましたように、そういった資料については、場所をそういった形でまとめ

て、そういったものをまとめて展示をし、そこへ移動していってそこで触れ合う中で学ん

でいくという形にしていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（難波武志君） 
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 ほかに御質疑はありませんか。 

 １１番、西山宗弘君。 

○１１番（西山宗弘君） 

 同僚議員の今の関連質問でございます。 

 この資料館については、今たまたま豊野小学校のある部分については一時的にその学校

の改修とか、それを含めてって今言われたように思うんですけれども、資料館のもともと

の意味合いからすれば、歴史文化の伝承、そういうものを地元に残すという大切な目的が

あると思うんです。１か所にまとめるということはよく分かりますけれども、やはり地域

に根づいたその資料、昔の文化、そういうふうなものをやはり地域にちゃんとした伝承の

仕方をするということが本来の目的であって、町内全体で１か所でそれをいろんな巡り方

で残していくっていうのに反対ではないですけれども、やはり地域に生かされるものとし

て検討を願いたいと思いますが、教育長どうでしょうか。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 石井教育長。 

○教育長（石井孝典君） 

 御質問にお答えいたします。 

 今おっしゃる地元に根差したその歴史文化を子供たちに教えていくということ、とても

大切なことだと思います。そのことをやはり心に止めながら、今後どういった形でできる

のかということを考えていかなければいけない部分もあるかと思います。ただ、現実問題

として、現在来場されてる方がほとんどいらっしゃらないという状況がございます。それ

と、議員おっしゃる子供たちに身近に、日名議員もおっしゃいましたけれども、身近にそ

ういったものがあることによって、触れることによって学ぶことも多いということも勘案

しながら、今後しっかり検討していけたらというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（難波武志君） 

 １１番、西山宗弘君。 

○１１番（西山宗弘君） 

 教育長、今言われたことよく分かります。一時的なものでない、今後の検討もあると思

いますが、しかしながら、例えば町外にあるいろんな博物館とかいろんな資料館について
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も、観光の目安として１か所で人を呼ぶ一つの施設として扱う場合もあるし、うちの我が

町、吉備中央町の場合は、合併いたしまして加茂川、賀陽というものが１つになった新町

であります。だから文化の違いって何ぼかあると思う。それは１町になること、まとまる

ことは結構ですけど、やはり地域地域に合った文化っていうものが地域にある程度残って

いくような、そういうようなこともこれから十分に検討に入れてもらいたいということが

１つの願いでございます、私の願いです。皆さんが全部そう思われるかどうかは別とし

て、そういうことも文化の伝承、それから地域を生かしていくということに大切なことだ

と思いますが、これ教育長だけの問題じゃなしに、町長、答弁お願いします。 

○議長（難波武志君） 

 山本町長。 

○町長（山本雅則君） 

 これからも文化の伝承というのは大変重要なものでございます。そうした意味では、地

域地域でやはり文化の若干の違いもあるのも確かでございます。しかし、その違いのある

ものを一堂で会せて多くの方に見ていただくと、その違いも、それも一つの方策だろうと

も思います。今後、その文化の伝承の在り方についてもしっかりと検討をしていきたいと

思っています。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

 １番、成田賢一君。 

○１番（成田賢一君） 

 先ほど教育長が民俗資料館に来館者がいないとおっしゃったんですけど、そもそも今ど

ういう情報を発信しているのかということをまず教えていただきたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 石井教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（石井純子君） 

 成田議員の御質問にお答えします。 

 現在、豊野の歴史民俗資料館は健全度も低く危険性も高いです。実際行ってみると、本

当に、それこそ殺伐としてというか、来館者が来られてもちゃんと整理できている状況に

はなってないのも確かです。中の道具についても、加茂川歴史民俗資料館のものと同じも
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のが多くあります。そこで教育委員会としては、建物も古いし、今回加茂川歴史民俗資料

館のものと一緒に整理をして、今後皆さんに見ていただきたいと思ってます。学校の子供

たちについても、スクールバスを利用しながら歴史民俗資料館のほうへほとんど学習、そ

れこそふるさと学ではないですけど、民俗資料館について資料等々で毎年学習しておりま

す。ですから、来館者が来られるのも歴史民俗資料館、加茂川のほうが整備が充実してま

すので、ほとんどそちらのほうへ行かれるということで、豊野のほうへはなかなか来館者

が少ないという状況であります。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

 ２番、山本洋平君。 

○２番（山本洋平君） 

 私自身、豊野小学校の出身で、私は小学校に通っている頃からあの資料館というのは存

在して、建物は変われどあそこに地元の皆さんが寄贈してくださったものがあることは認

識しておりますが、私も度々小学校を訪れる機会がありますんで、先ほど局長が言われた

とおり殺伐として、資料の保存状態も非常に悪いと。学校の先生も児童に危ないから入っ

てはいけないよというふうに教えているような状態であることは認識しております。 

 ただ、資料館を統合するということに関しましては私は賛成ではございますが、先ほど

資料というものは町で購入したものではなく、地元の方々がこれから文化の伝承等に使っ

ていただきたいという思いで寄贈していただいたものであります。そういったものの取扱

いを、廃棄の場合もあると思いますんで、重々配慮して進めていただけたらと思います。 

 以上です。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 先ほど来館者が少ないというようなこともございました。それは事実だと思います。私

はやむを得ないは思っているんですが、ただここへ来てもうずっと僕は本当に歴史のあ

る、僕は連島の出身で江戸後期の干拓して歴史が少ないんですけども、本当に豊かな歴史

ある町だと思っていろいろ感心しておりましたし、そのことで図書館等々にも古文書の研

究会とか、最近では図書館も頑張ってくださって民話の伝承であるとか、いろいろことを
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されてます。 

 先ほどやむを得ないと言ったのは、ハードのものハードというのは昔のいろいろ物品で

す、それがなかなか見られないでもう入館者も少ない。私はそのソフトの部分について、

先日も町内で非常に活躍というか、研究された郷土史家が亡くなりました。ずっと前から

議会でも何回か言ったことあると思いますが、本当に郷土の歴史家が大変今少なくなって

いるということで、大変私は残念だし危惧しております。 

 そういう意味で、生涯学習を担っている公民館で、図書館だけではなくて公民館でやは

り系統的にその地域の歴史、ソフトの部分をもう少しきちんと郷土史家を育てるというこ

との視点も持ちながら、そういう歴史の発掘、そのことをやりながらもう一度みんなが見

に来る、あるいは必要なものをもう一回出してくる、今古いおうちにもたくさんの民具と

か民俗的なものとか、古文書とか書物も残ってるように聞いております。そういう意味

で、改めて縮小一方ではなくて、このソフトの部分でできることがあると思いますので、

公民館でもう少し系統的に生涯学習として、地域に本当にある貴重な歴史を再発掘もしな

がら、ぜひとも教育、そういうふうなことを進めていただきたいし、そのことで新たな郷

土の歴史物も、歴史の物も物品も発掘されたりしたら、また豊かな歴史が皆さんの心に宿

ってくるんではないかと思いますので、その点、ぜひとも公民館でのそういうふうな系統

的な地域の歴史の発掘の手だてを取っていただきたいと思います。これは教育長に答弁を

お願いいたします。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 石井教育長。 

○教育長（石井孝典君） 

 御質問にお答えします。 

 議員おっしゃるとおりでございまして、地元の方たちが今いろいろなそういった歴史的

なことについて知っとられる方たちがいらっしゃる。そういったことを残せるように、こ

れから学校の統廃合もございます。そうした中で、地域の子供たちに地域のそういった歴

史、文化が伝わるような形が何らかの形で出来たらというふうに思っております。それが

どういう形になるかは、今後やはり検討していかなければいけないのではないかなという

ふうに思います。ありがとうございました。 

○議長（難波武志君） 
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 ほかに御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第９号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第９号、吉備中央町歴史民俗資料館条例の一部を改正

する条例については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第１０、議案第１０号、岡山市及び吉備中央町における連携中枢都市圏形成に係る

連携協約の変更についてを議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 この連携中枢都市協定については、令和４年、来年度から５年間の新たな連携協定とい

うことでここに議案が出ているわけですが、私もこの連携協定が今までもどういうふうに

進んできたのか、はっきりどういう役割を果たしてきたのか認識が大変少なくて、今後の

ことについて改めてお尋ねしたいんですけども、この別表には様々なその経済の問題、都

市機能の問題ありますけども、この別表に掲げてあるそれぞれのテーマについて、恒常的

な事務局というか、そういう取りまとめがないとやはりこれは絵に描いた餅になるという



- 20 - 

ふうに思います。そういう意味で、この推進する最も基礎となる母体の事務局といいまし

ょうか、それは例えば岡山市が専属で担うのか、大きな市が何人か人を派遣するのか、あ

るいは持ち回りでやるのか、その辺りの一つは事務局体制がどうなるのかということ。 

 それから、その事務局によって今後全体のこのいろんな、別表に書かれておりますテー

マが全体が議論になるのか、それとも様々な社会の動き等々を分析しながら、この書かれ

てあるもののうちこれとこれを重点的にやりますというようなことで、随時あるいは定期

的にやるのか、年に１回、２回やるとか、随時やるとか、そういう方式。それから、そう

いうことが決まった場合、議会議員は町民の意見を代弁する、あるいはそれを聞く立場、

もちろん町長をはじめ町の職員もそうですけども、そう意味で議会へこのことがそういう

ふうにテーマごとにこういうことに来年度重点的にやります、今後こういうことをやりま

すというふうなことが決まった場合、議会へはどのように伝えてくださるのか、その辺り

をお尋ねいたします。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 ５番、山崎議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、事務局体制はどこというふうな御質問です。これは８市５町、いわゆる岡山市、

津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、和気町、早島町、久米南

町、美咲町、そして吉備中央町、この１３の市町が連携して取り組むものでございます。

総括的な事務局は岡山市のほうが事務局として行います。岡山市と取組を行うそれぞれの

市町が今回提案しているような協定のほうを締結していきますというふうな形になりま

す。 

 締結して今度はそれぞれいろんな形の事業に取り組むことでございますけど、表にも提

示しておりましたように、いろんな取組項目があります。その取組項目に対してそれぞれ

の市町が、じゃあ岡山市と一緒にやりますというところの市町が、物によってはいろいろ

あるんですけど、そういうふうなものをそれぞれのテーマに沿って、そのテーマに参画し

ている市町が岡山市とともに取り組んでいくというふうな形になります。 

 その取組方につきましてですけど、取り組む内容にもよっていろいろ違うんですけど、

随時情報交換をしていくもの、定期的に、例えば年に１回、数回していくもの、それぞれ
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テーマによって違ってはきますけど、そういうふうな形で岡山市と一緒に取り組む関係市

町がそれぞれ、うちの吉備中央町で言えば何とか課が担当とかというふうな形で、その担

当がそれぞれ各市町との連携協議を行っていくという形になります。 

 議会への報告ということでございます。確かに議会のほうに御審議をお諮りして、今後

進めていかなければいけないと感じておりますので、情報の提供、交換、共有につきまし

ては随時行っていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 今のお話というか答弁では、大体岡山市が中核的な様々なシンクタンク的な機能を担う

ように聞こえました。連携協定なので大きな市と小さな町が人数によって差があってはい

けないので、対等だと思います。そういう意味で、岡山市の都合のいいようなプランに引

っ張られないように、議会にも随時報告をいただいて、みんなで知恵を絞って、格好いい

言葉でいえばウイン・ウインに、どちらもうまくいくようにこれからも進むように、ぜひ

ともお互いに努力をできたらいいと思いますので、その点についてこれは要望でございま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑は。 

 ９番、日名義人君。 

○９番（日名義人君） 

 ただいまの同僚議員の質問に返事がない。いうのは、この間の成果等がどうだったんだ

ろうかという指摘もさっきあったと思うんです。例えば、交通関係だとか、幾つかこのス

タートのときには論議の対象になってたと思うんですが、その辺りがどんなふうに進んだ

のかっていう成果があったのかどうかというのは、ぜひ語ってほしいなというふうに思い

ます。 

 片一方では、高梁川の流域もこういう連携、倉敷を中心にたしかやってたと思うんで

す。そういう意味では、あそこと対抗するという意味じゃありませんけれども、旭川筋、

ここはここでこういう前進面がここで作られてきてると、いわゆるふるさと創生というこ

とでかなり目玉商品のように当時提起されていたと思いますので、ちょっと追加の質問で
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す。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 吉備中央町におきましても、岡山市その他との連携を第１次で５年間行ってまいりまし

た。人口減少に伴う対策等でいえば、後半はなかなかできなかったんですけど、東京での

移住相談会等々も行っておるところであります。交通につきましても、岡山自動車道の早

期四車線化につきましても、この連携中枢で取り組んできてまいっております。毎年、年

に１回、首長に参加していただきまして事業のほうの報告会を行って、それぞれの首長の

意見も聞きながら行っているところであります。 

 ホームページのほうにも、ちょっと我が町のホームページをちょっと確認せなあれです

けど、岡山市のほうのホームページにはこの取組のほうも毎年載せております。もしうち

のが載ってなければ、今後は確認して載せるようにいたしますし、そういうふうな形での

情報の提供のほうもさせていただければと思っております。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

 １０番、丸山節夫君。 

○１０番（丸山節夫君） 

 連携契約なんですけれども、先ほど課長は、移住の関係、高速道路４車線化などという

ことで言われたわけなんですけれども、４９の事業も取り組んでいくという説明をいただ

いております。中で、先ほど課長言われたように、少子・高齢化であったりデジタル化社

会なりへの対応ということが今後の課題であるというふうにお聞きしたわけでありますけ

れども、今回この改めて連携契約を行うのに当たりまして、吉備中央町ならではの柱とな

る提案といいますか、ビジョン、何か考えておられるようでしたらお聞かせいただきたい

と思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 
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 第２期での大きなテーマといいますか、取組といいますか、でございます。いずれにし

ても１期同様のところもあるんですけど、吉備中央町においては少子・高齢化、人口減少

のほうはまだまだ下げ止まりまで行っていない状況です。引き続きそこら辺りも力を入れ

ていくところであります。 

 また、デジタル化につきましても、今回国のほうでデジタル田園健康特区というふうな

ものをいただきました。それと合わせましてデジタル化につきましても、今後より推進を

していきながら、行政の効率化であったり町民へのサービスの向上等々を中心としまし

て、そういうふうな形でのサービスのほうを進めていければというふうに思っておりま

す。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

 １１番、西山宗弘君。 

○１１番（西山宗弘君） 

 関連質問です。 

 今この内容について、こういうことを進めていくっていう課長の答弁よく分かったんで

すけど、機能もいいんですけれども、この中の圏域市町のマネジメントの能力の強化に向

けという、ここに書いてありますが、今さっき課長言われたように、行政サービスをこれ

からどんどんやっていくんですけど、職員のそういう育成、そういうところを基本になっ

て能力を高めていくっていうことを、やっぱり一番にそれを発信したほうがいいと思いま

す。それができて初めてこの内容に書いてあるのが、先ほど同僚議員が言った、絵に描い

た餅にならないように実行していくための基本になると思うんで、そこんとこを強調して

これから連携をやっていただきたいという、そういう思いがします。よろしくお願いしま

す。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

 ６番、加藤高志君。 

○６番（加藤高志君） 

 すみません。吉備中央町自体は岡山市の医療圏の中に入ってるかと承知をしておりま

す。先ほどもお話の中にあったとおり、今回健康特区指定を受けたこともあり、この協約

に関して医療が入ってないというのは、医療は医療として別な協定なり協約があるという
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理解でいいんでしょうか。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 医療につきましてですが、現在これに入ってないのも事実です。この連携中枢につきま

しては、毎年取組項目を増やすことも可能であります。そういうふうな形で今回のデジタ

ル田園健康特区と合わせまして、医療に関しましても岡山市と、またその周辺の市町との

連携も逆にうちのほうから声かけをするなりして、今後ともこの輪を広げていければとい

うふうに思っています。 

 以上です。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

 １番、成田賢一君。 

○１番（成田賢一君） 

 この各項目で、それに入った各自治体が表であったんですけど、全てに丸がしてあった

のが吉備中央町とたしか岡山市だったと思うんです。１つちょっと私聞きたいなと思った

のが、海洋保全のところに吉備中央町が丸が入ってたんですけど、吉備中央町はどういう

ことをしてその海洋保全に寄与していくのかっていうところをまず教えていただけたらと

思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 １番、成田議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 海洋保全、吉備中央町とすれば直接海とは接してはいませんが、この吉備中央町から流

れ出ていく川は、いずれ瀬戸内海のほうへ流れていくものであります。上流からごみを流

すのを少なくする、またごみを拾うなりして、上流の地域でできることを下流の市町と連

携していきながら、そういうふうな形で同じ意識を持って取組を進めればいいかなという

ふうに思っております。 
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○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第１０号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第１０号、岡山市及び吉備中央町における連携中枢都

市圏形成に係る連携協約の変更については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第１１、議案第１１号、町有財産の取得につき議会の議決を求めることについてを

議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

 １番、成田賢一君。 

○１番（成田賢一君） 

 議員になってまだ２年たってないので、この財産の取得についての校舎のことをちょっ

とお伺いしたいんですけど、平成３０年１１月３０日の全員協議会で、この校舎について

は売却の予定であると、売却で思っていると町長が答えられてると、一方でその大和中学

校に関しては今も貸してるんですよね。私がどうしてもちょっと聞きたいのが、まずこの

幸福産業が企業誘致で来たのかどうか。向こうが来たいと言ったのか、町が誘致したのか
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というところと、なぜ大和中学校は貸しているけれど、あそこの竹荘中学校は売却という

決断に至ったのか、まずお願いします。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 １番、成田議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 竹荘中学校の先ほど御質問がありました幸福産業への建物の売却であったり、土地の賃

貸でございますが、企業誘致かどうかというふうなことでございますが、これは幸福産業

側のほうからあそこの学校を活用させてくださいというふうな提案のほうがありましたの

で、その提案にのっとりまして協議をしていったところでございます。 

 大和中学校につきましても同様に、あそこを活用させてくださいというふうな要望があ

りまして、それに基づき協議して現在に至っているものであります。 

 大和中学校につきましては、土地、建物ともに賃貸でお貸ししているものであります。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑ありませんか。 

 １番、成田賢一君。 

○１番（成田賢一君） 

 すみません。これは３回しか質問できないんですけど、先ほどなぜ売却っていう決断を

したのかという質問をさせていただいたので、そこを答えていただきたいと。 

 幸福産業さんから声がかかったとすれば、開発概要、中学校をどう使うかって、その当

時の全員全協議で多分これ配られたものだと思うんですけど、１１月３０日にです。この

中で平成３１年４月に開学とか予定が書いてあって、その当時全国から８００人が希望者

がいて、当初は１００人から受入れを始めるということをおっしゃってたんです。町とし

てそれはどういうふうに検証してきたのかということも聞きたいんです。ですので、校舎

を売却をしようと思ってるといった理由と、事業をどう今までに町は検証とか事業内容を

把握してきたのかということ教えてください。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山本町長。 



- 27 - 

○町長（山本雅則君） 

 この売却であるとか賃貸借につきましては、それぞれの交渉の中で、相手方の要望等が

大変大きなものがございます。加茂川中学校につきましても当然向こうは売却、購入を言

ってこられました。それから大和につきましては、賃借、貸してくださいというような要

望での交渉でございました。ここにつきましては購入という希望での交渉でございます。 

 そして契約、これはその契約を基にいろいろと勘案した中で、この事業について希望が

持てるという中で使っていただいておりました。しかし、その都度担当課のほうからも事

業の計画等々のチェックまたはお願い等々もやってきておりましたが、残念なことにこの

ような事態になったというのが実情でございます。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 すみません、マスクを取って。 

 この議案については財産の取得ですけども、買戻しというふうに表現させていただいた

ほうがいいと思うので、買戻しということで質問をさせていただきますけども、今年に入

ってこの買戻しについて幾つか聞きました。この議案が通ると直ちにというか、この

１，０００万円ということで執行されるということですが、この建物は土地の上に建って

います。校地、土地といいましょう、校地です。学校の校地の上に建っています。いわゆ

るセットで、土地のほうは賃貸契約になっています。私が今日数点というか、割と結構多

いんですけど、もうくどいようですが、改めてこの本会議で確認しておきたいのはなぜか

というと、建物は町が買戻した、この議案が通ると。土地は、後で言いますが賃貸契約で

は１０年先に譲渡するとなっています。建物は買ったけど土地は企業側にあった。これ大

変なことになると私は思いますので、改めて確認をしたいと思います。数点と言います

が、結構ありますので、もう３回質問なので、まず最初６つ質問があります。 

 １つは、そもそもこの建物の買戻しは、町に使用の目的がないと２月４日の委員会で説

明がありましたが、この買戻しは町から申し出たのか、それとも先ほど御説明のあった企

業の幸福産業側から予定どおり進まないのでということで申出があったのか、まず第１で

す。 

 次が、それはいつのことなんでしょうか。 
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 それから、３番目に２月４日の私の所属する民生教育委員会で説明を受けました。私は

その後、ちょっといろいろ不審というか、分からない点があったので２月１６日に情報開

示請求で、普通財産売買契約書というものを手元にしました。今年２月４日に説明を受け

たんですが、既にその後、建物の登記も確認しましたが、既に１年以上前の令和２年

１２月に、説明を受けて１年以上前に幸福産業はアグレボバイオという会社に差押えを受

けておりました。この売買契約、普通財産の売買契約なんですけども、売買契約１７条に

は第三者に譲渡し、抵当権、地上権、貸借権を設定してはならない。やむを得ない場合は

事前の書面承諾が必要と定めてあります。今年２月４日に説明を受けた時点で既にそうい

う仮差押え、所有権の移転がなされておりながら、そして１７条には事前に売主に書面の

承諾が必要と定めていながら、この幸福産業からは事前に書面の通知はあったのでしょう

か。 

 ちょっともうくどいようですが、ちょっと本当に大事なことなんで言います。 

 ４点目、この契約１１条２項には、契約を解除する場合、どちらかと書いてますが、ど

ちらかから解除をした場合には同額買戻しという条項が入っています。私はこれは２月

１６日の情報開示を取って初めて知りましたけども、同額の買戻しということが入ってい

るので、これはこの契約上は同額買戻し、どちらかが解除を申し出たらなると思います。 

 参考までに、委員会でも聞きましたけども、この今現在のこの校舎等、４つありますけ

ども、建物の不動産評価額もしくは課税評価額は幾らでしょうか。 

 また、その２月４日のときに、このときは私は同額買戻しの条項を知らなかったわけで

すけども、１，０００万円以上請求をされたら、そこにいろいろリニューアルとか、投資

していて、困るから早く買い戻さければならないんだという説明がありました。しかし、

この契約１４条には、投下した有益費の請求権は放棄するという条項が入ってます。これ

は普通の契約ではそうしますし、ちゃんと落ち度がなく契約はなされていましたので、こ

んな増額なんか契約上あり得ない。１，０００万円同額で買い戻すということになりま

す。このときの請求権放棄条約とか不動産の項があったにもかからず、説明がそのときに

なされなかったことはちょっと私は不審を感じますが、取りあえず不動産評価額や課税評

価額は幾らかを、幸福産業がそういう状態ですから、この固定資産税の課税の税は入って

いるのかどうか、後で土地のこともお尋ねしますが、この今建物は幸福産業、所有権はも

う既に移転していますけども、その税の固定資産税は入っているのかどうか、お尋ねしま

す。 
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 あと２つあります。 

 これも原状回復義務とか用途の制限ということがこの契約の１２条と１６条に書いてお

ります。１２月４日の執行部側の説明では、変なものに使われたら困るとかというような

説明がありましたけども、この契約条項には先ほど言うようにちゃんと環境の問題とか、

先ほど農業大学校とかいろんな当初の計画を私たちも、さっき同僚議員が言ったように説

明を受けました。そういうふうな、こういうふうに使うから買いたい、あるいは土地を借

りたいといったことの用途については、それ以上のことはできないという契約になってお

りますので、そのようなことは、やる企業もいますけどそれはもう法廷で争うか何か法的

な処置をする以外ないんで、一応その契約の誠実な履行原則からいえば、そういうことは

あり得ないですけども、この場合、今、話を戻して、建物の原状回復義務というのは買い

戻すときにはどういうふうな処置をされようとしているのか。 

 １番目の質問の最後ですけども、校舎は先ほど申し上げましたように令和２年に差押え

された後に、昨年１２月に幸福産業からアグレボバイオという企業に所有権が移転されて

います。これはもう登記で確認をいたしました。これの経緯と今回の議案書に記載されて

るように買戻しする、この議案が通ると、幸福産業ではなくアグレボバイオという会社に

当然支払われると、契約書にそう書いておりますけども、所有権がそちらなのでそのよう

に思われます。 

 何点も質問がありましたけども、まず最初にお答えをいただきたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 幾つか質問をいただきました。もし漏れがあったらおっしゃってください。 

 買戻しにつきましては、町のほうから申し出たのかということでございますが、買戻し

につきましては町のほうから申出を行いました。いつのことかということですが、昨年

１２月１０日でしたか、会ったときにそのとき申しました。 

 買戻したときの使用目的につきましては、一応建物を買戻して今後の活用に向けての取

組を行うための計画をまだそのときには特にはありませんでしたが、一旦買戻しをさせて

いただきまして、今度はまた町として活用できるような方法としてやっていこうというふ

うな思いでございます。 
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 アグレボバイオが差押えを行っていたということですが、事前に書面による通知はあっ

たのかということですが、事前に書面の通知のほうはありませんでした。我々が知ったと

きにはもうそういうふうに差押えがされてたということでございます。 

 同額買戻し、校舎棟の評価額等は幾らであったかでございますが、その当時、売却する

ときに不動産鑑定士を入れまして評価のほうは行いました。ちょっと今手持ちがないん

で、金額的なものはあれなんですけど、その当時に合う評価のほうを鑑定士さんによって

していただいたところでございます。 

 建物の原状回復の義務の対応でございますが、建物につきましては、現状のまま返して

いただくように思っております。 

 アグレボバイオの登記の経緯につきましてですが、幸福産業が仮差押えの登記のほうを

されておりましたので、その差押えを今度外すとなると、今度は違うところの差押え等が

十分考えられますということで、アグレボバイオのほうに登記をしたのは町のほうも了解

してのことでございます。この買戻しが終わりましたら速やかに町のほうへ所有権移転の

ほうを登記を行うというふうにする予定でございます。 

 失礼します。 

○議長（難波武志君） 

 御質問はありませんか。 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 まず、最初の質問のお答えで、町のほうから買戻しを、いわゆる契約解除を申し出た

と、そのときに町はその時点では何かにそれを使うという目的があって解除を申し出たの

ではないというふうにお聞きをしました。 

 それから、不動産評価については鑑定士を入れて、金額は今手元にないということです

が１，０００万円より、参考までにお尋ねします、これはもう売買契約には同額買戻しと

なってるので、参考までにお尋ねしますが、この不動産鑑定士を入れた金額は

１，０００万円より多かったか少なかったぐらいは分かるんではないでしょうか。それを

お答えください。 

 それで、現状のまま買い戻すということで大きな損傷があるのかどうか分かりませんけ

ども、今の建物についてはそうだというふうにお聞きをいたしました。そのちょっと今、

第１回目の質問の答えのおさらいに続いて幾つか質問をいたしますが、幸福産業、建物の
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契約をしていた幸福産業は、事前通知の条項があるにもかかわらずなかったと、書面通知

はなかったということは、極めてその契約の誠実履行義務に反していると言わざるを得な

いと思います。現在、ここで先ほど冒頭申しましたように、建物は土地の上に建っている

ので、土地とこの議案は私は大いに関係がある、セットで関係あると思うので、土地のほ

うに質問を移させていただきますが、この誠実履行義務に反する幸福産業が、現在土地の

賃貸契約は契約主体として賃貸契約を持っていると思いますが、まずそれはそれで間違い

ないでしょうか。１２月に実は質問をしたときに、幸福産業の登記を取りましたらまだ存

続しているようでございましたので、この契約は、土地のほうの契約は幸福産業との契約

で生きてるのかということがまず第一です。幸福産業はどうもその建物のほうを見ても契

約の誠実履行義務を行っていない企業と言わざるを得ないと、このように思います。 

 そうすると、この幸福産業が建てたハウスあるいは植栽のバナナ、これは差押えを受け

るという段階にあるということは、登記上はまだ閉鎖されていないので企業はあります

が、ほとんどもう倒産状態というふうに推測せざるを得ないとすれば、この植栽されてる

バナナ等々について先日の全員協議会の中で後継企業があるやにちょっとお話があったよ

うに覚えておりますが、この事業を受け継ぐ企業があるのかどうか、もしあるとすればそ

れはどこなのかということをお尋ねをいたします。 

 それが１番目です。２番目に、この土地、校地ですね、土地、学校の土地、校地、土地

ですけども、これは１２０万円の賃貸契約です。前回１２月議会で令和３年度の賃貸料は

入っているのかいないのかということをお尋ねしましたら、令和２年度までは入ってるけ

ど、土地の賃貸料は令和３年度は入っていない。先ほどのように幸福産業が倒産状態とい

うふうに推測されるならば、令和３年度の賃貸料はどうなっているのかお尋ねをいたしま

す。 

 それから、これはちょっと私はずっと黙っていたんですけども、一昨年５月に校地の売

買交渉のテーブルに着きたいというふうな執行部側から御提案があって、私は反対をいた

しました。その際、土地の賃貸契約書を初めて見ました。そこには３条２項に、１０年間

は賃貸して１０年後には譲渡するという条項が入っておりました。これはもう大変私は重

要だと思いますが、このことは議会に説明はなかったと承知をしております。この条項を

見てびっくりしましたが、あまり大きいので１年間は黙っておりました。 

 先ほど第２回目の再質問の冒頭申し上げましたように、幸福産業と、この契約が生きて

いるとすれば、正確には７年後、今３年たってるので、７年後には校地は企業側に渡さな
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ければなりません。つまり学校の土地は企業になって建物は町が買い取るという、この議

案が通れば。その辺りのことで、この土地がどこに渡るのかということもまた第１の質問

にあるように、事業を受け継ぐ企業があるとして、これは全員協議会でもこういうことは

注意したほうがいいというふうに申し上げましたが、幸福産業との契約になっております

が、これを事業承継した会社、あるいは子会社化した会社があったらそのまま契約が引き

継がれる可能性があるとすれば、この土地は新しく事業を承継した会社のものになりま

す。 

 つまり、繰り返しますが、土地は企業に渡り、校舎は町が持ってるとすれば、私は町に

とって大変不利益が生ずるとこのように思います。そういう意味で、幸福産業の実態が今

登記上はありますがどうなってるか分かりませんが、この譲渡のある、１０年後に、今か

らいえば７年後に譲渡するという条項の入ってるような土地の貸借契約は、即刻解除すべ

きであると、このように考えておりますがいかがでしょうか。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 質問にお答えさせていただきます。 

 まず、金額です、評価額の金額が１，０００万円より上か下かというふうな御質問で

す。金額的なものは評価額のほうが上ございます。 

 土地の契約、幸福産業と結んでいる土地の賃貸借契約のほうがどうなっているか、今現

在生きてるのかというふうな御質問だったと思います。 

 幸福産業株式会社と平成３０年１２月１７日に賃貸借契約を結んではおりましたが、令

和３年度の土地貸付料のほうが、土地の代金の支払い期限を過ぎましても支払いがなかっ

たため、弁護士さんとも相談を行いまして、民法５４１条あるいは土地賃貸借契約の９条

の規定によりまして、契約解除の通知書を３月９日付で行いました。したがいまして、土

地の賃貸借につきましては現在もう終わった状態でございます。ということは、７年後ど

こかの会社に行くとかというふうな心配は、契約自体がもう終了しましたので、そのこと

はなくなったということでございます。 

 あと、ハウスとかバナナにつきましての地上の物件につきましては、一応４月３０日ま

でに土地のほうを明け渡してくださいというふうにお願いはしております。それまでに、
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残る場合には残置物については、本町のほうで任意で処分いたしますというふうな形の通

告をさせていただいております。 

 １２０万円の土地代が入ってないというふうな御質問です。土地代につきましては３月

１７日に土地代のほうは振込みをいただきました。 

 本年度の賃貸借が金額が先ほど３月１７日に振込みのほうが町のほうへ入ってまいりま

したので、令和３年度分についての、契約後ではあったんですけど、お金のほうは完済し

ていただけました。 

 今後の事業承継会社でございますが、今のアグレボバイオさんを主軸に交渉のほうを行

いまして内容のほうは詰めていくし、またそのアグレボさんの今後の活用計画もいただき

ながら、金額等も含め検討していくところでございます。 

 以上です。 

○議長（難波武志君） 

 御質問はございませんか。 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 ちょっとはっきり聞き取れなかったんですが、３月９日付で解除したというのは、これ

土地のほうですか建物のほうですか。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 土地。 

○５番（山崎 誠君） 

 土地のね。しかし、その後の３月１７日に振込みがあったんですね、後に。じゃお尋ね

します。 

 まず、その解除したほう、解除したというふうな認識ですが、これはどういう方法でも

う、ここにある土地貸借契約書をこの幸福産業が今実態があるやらないやら、私はよう分

からないんで、今もし活動していたらの推測で倒産状態ということだったら、大変企業に

対して失礼なことですけども、幸福産業に当然向けて解除したということだと思うんです

が、それはどういう方法で、解除してくださいと言ってしただけなのか、もう解除します

ということ双方をきちんとしたのかというのが一つあります。 

 １つ、その解除の手法、手続はどのようにやってるのか。これはちょっと後でまた質問

しますけども、大変ちょっと不安があるのでお尋ねします。それから、振込みがあったと
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いうことでしたけども、これは契約上、幸福産業から振込みがあったんでしょうか。これ

を確認をいただきたいと思います。 

 それから、これが今の回答に対するちょっと再質問で、新たに２つありますけども、こ

の解除した場合、今度は土地のほうです、土地のほうのハウス等々の原状回復義務という

のが土地の契約１０条に入っています。この原状回復義務というのはどのように果たされ

ることに、解除したというならどのように果たされるのか、いつまでに果たされるのかと

いうことをお尋ねいたしますが、新たな事業が先ほどの、ちょろちょろっとというか、少

しお答えのあったことでは、どうもアグレボバイオという会社が事業を承継するやに聞き

受けられましたけども、この承継する企業が、これいろいろな支障があって、先ほど申し

上げましたように子会社化する、営業譲渡を受ける、様々な形で法的ないろんな問題が生

じてくる可能性がありますけども、この事業者が原状回復ではなくてハウス等々の事業承

継をするとかということで、使用権を主張した場合、いわゆる住宅の場合でいえば居住権

のようなものですけども、そのようなものを主張してこの賃貸契約を引き延ばした場合ど

うなるかという心配があります。これが７年間引き延ばされたらこの契約によって土地が

渡るという心配を私はいたします、これ心配です。 

 そのような企業側の子会社化、あるいは事業承継という非常に法的な微妙なところをく

ぐってやる可能性があるかもしれないので、その使用権を主張した場合、この解除の手続

はどうしたのかとも関連して、契約は完全に解除できるのかということを明確にお答えい

ただきたいと思います。そして、この完全な解除というものがいつできるのか、今のとこ

ろ解除をしたというふうにおっしゃって今答えがありましたが、それがどういう手順によ

ってなされて、こちらがそういうふうに通知をしたからいいという程度のことなのか、本

当に契約上、完全にこれが双方を解除したということが完全に果たされるのか、それはい

つの時点でできるのか、もう今さっきの契約を解除したくても今日の時点でできているの

かどうかについて、明確な答弁をお願いいたします。 

 そうでなければ、私の心配は土地は企業に渡って、建物だけが町に残るという非常にま

ずい結果になるので、その場合はこの議案についてもちょっと一考せざるを得ないと思い

ますので、その辺りを明確にお答えをいただきたいと思います。それから、この契約の完

全解除については、最高の責任者である町長にも答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 
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 山本町長。 

○町長（山本雅則君） 

 大変重要なことでございます。契約解除、これにつきましては弁護士と協議をしている

弁護士のほうからこういう債務不履行がございますので、そのことによって町が不利益を

得とる。ただこれについては配達証明付の解除通知を出すことによって確定すると明確に

言われました。そのように配達証明付の解除通知を出させていただきました。よって、こ

の賃貸借契約につきましては解除が確定したと思ってます。 

 それからまた、ハウスとバナナにつきましては、これは今のところ善意の第三者、アグ

レボバイオさんになっております。これにつきましては、アグレボバイオからある程度の

計画書を私どもはしっかりとしたものを出して、それがテーブルに着いてそこからの始ま

りだというふうに考えております。ですから、これがもう既にこれが継続してあそこを使

うとかなんとかというものはまだ決まってない状況です。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質問はありませんか。 

 １番、成田賢一君。 

○１番（成田賢一君） 

 もう一回再質問になりますけど、先ほど私、このことに関してはまず売却とか、１０年

たったら向こうに譲渡するとかということを決断したっていうところを、明確に知らない

といけないのかなというところがあると思うんです。というのが、町でも今町有資産を使

っていろんな事業をやってますから、今後もいろんな決断をするときに、やはり今回のこ

とっていうのは、なぜそういうことをしたのかというところを明確にちょっと教えていた

だきたいですけど、まずこの要望があってから売却した、要望があったから売却したって

いうその理由を、その町民の方に分かりやすいようにお伝えいただけたらなと思います。

建物評価額が１，０００万円よりも上だったということですけれども、１，０００万円で

売却した理由とともに教えていただけたらなと。ここがどうしても私は引っかかりますの

で、お願いいたします。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山本町長。 

○町長（山本雅則君） 



- 36 - 

 交渉の上で賃貸借また購入希望とございます。そうした中で、これにつきましては購入

したいというようなベースがございまして、いろいろ交渉をさせていただきました。そう

した中で、なかなかすぐさまお渡しするというのは困難だというようなことで、あのよう

な契約書を作りました。ただ１０年と書いておりましたが、そのときには甲乙協議をして

決めるとただし書をさせていただいております。そして、もう一点は、成田議員、今経過

ともう一点何やったかな。 

○１番（成田賢一君） 

 校舎を売却する要望があったから売却した。ですけど、なぜ売ったのか。 

○町長（山本雅則君） 

 それにつきましては、その交渉の中でそのときそのときの一番妥当であったり、またベ

ストな方法ということで議会にも説明をし、その方針を決めさせていただきました。 

 今後もこのような大きな案件等々については、議会と相談し方向性を決めていきたいと

思います。また、やはり地域の声をしっかり聞いて、その地域の思いもやはりしっかり酌

んで進めるべきだと思っております。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

 １０番、丸山節夫君。 

○１０番（丸山節夫君） 

 さきの本会議終了後の全員協議会におきまして、町長は幸福産業株式会社との賃貸借契

約に関しましては、３月９日付の配達証明付の通知をもって解消したということを申され

たと記憶をしております。ただ、全てのものがどうもなかなか理解、納得できない中で、

今採決を前にいたしましてぜひともお尋ねしたいということで４点お伺いさせていただき

たいと思います。 

 まず最初に、最も初歩的なことでお尋ねするわけでありますけれども、今回上程されて

おられます補正予算１，０００万円につきまして、これ本来当初、もう１０日しばらくし

ますと新年度予算が始まります。なぜこの新年度の当初予算に計上されず、あえて今回の

補正予算として上程なされたのか教えていただきたいと思います。 

 それから、２点目といたしまして、３月９日付に証明付の通知を送ったということであ

りますけれども、本来、契約不履行の場合は必要ないとも聞いてもおりますけれども、解

約合意書なりの、お互いの双方の確認書的なものの取り交わしは今後なされる予定でおら
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れるのかどうか、お尋ねしたいと思います。 

 それから、３点目に、先ほどアグレボバイオさんとの協議が今後進むであろうというよ

うな内容でお聞きしたように受け取っておりますけれども、こうした場合、地元の地域の

皆さんなりの思いや気持ちといったものを十二分にお聞き受けいただき、今後に反映して

いただけるような、そういった作業の進めというものをしていただけるのかどうかという

ことをお尋ねしたいと思います。 

 それから、最後に４点目としまして、地元からの要望書を拝見させていただいておりま

す。町であり、また議会は一度原点に戻って、地域の活力になる方向性を示していただく

こと、また地域ぐるみで跡地利活用策を模索してくださいというような事柄を確認させて

いただいております。地域住民の皆さんの多くの願いは、十二分にそうしたいろんな思い

を持たれておりますけれども、そういった思いは十二分に担保される中で、今後、町長は

町民の皆さんが二度とこれ以上に心配や不安感を感ずることのないように、責任を持って

この事業に取り組んでいっていただけるのかどうか、最後の質問としてお伺いをいたした

いと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山本町長。 

○町長（山本雅則君） 

 これまず予算化ですけど、やはり緊急性のある事柄だと私は思ってますので補正で対応

させていただきました。これ当初予算ですと４月以降のことですから、補正が私は適切と

考えています。 

 それから、やはりいろんなことをするに当たって、やはり法的なことが多々あります。

これはしっかりと専門家の方に、協議また指導を受けて物事は進めるべきだと思っており

ます。今後もこのようなことがあったら弁護士と相談し、方向性を決めていきたいと思い

ます。 

 それから、地元の意見、これはもう当然でございます。今回もしっかりと要望書も受け

取らせていただきました。その思いを持って、今後も引き続きやっていきたいと思いま

す。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 
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 ３番、石井壽富君。 

○３番（石井壽富君） 

 町長、さっきこっちの弁護士で地上の、土地の分のあれは契約が破棄ということになる

というふうに言われたんですけど、町長、こういった案件というのは先方にも弁護士さん

がいらっしゃるわけで、法的には６か月間異議申立てが先方から来るゆとりというもの

は、もう法律で決められとんです。ですから、一方的にほんならこっち側のあれで契約が

解除できるというのは、少し企業のアグレボバイオさんと何らかの口約束以外の念書であ

るとか、そういったものを交わしとる部分はあるんですか。 

 それともう一点は、ハウスの部分でありますけれども、これは日本の法律によっては県

が建築許可申請書を出した時点で地上権、居住権というものは、一般のアパートと同じよ

うに３０年間はもどうしようもないことが決められておりますわな。じゃから、相当その

ハウスの部分においては、先方との交渉とかいろんなことをおっしゃっておりますけれど

も、もうこれはハウスに対しては固定的な居住権がついておるという部分の、どういうふ

うにしてクリアしていくのかということを言ってくださらないと、これはちょっとまずい

んじゃねえかね。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山本町長。 

○町長（山本雅則君） 

 あくまでも賃貸借契約につきましては、幸福産業さんと町との中で交わされた契約、そ

れに伴いまして専門家の弁護士に聞いて、配達証明付の解除であれば今の不履行の案件を

見ると、これは確定するというような指導の下そのようにさせていただきました。 

 また、ハウスにつきましては、善意の第三者アグレボバイオさんに今なっております。

そこにつきましては、今後しっかりしたゼロからの交渉で物事を決めていきたいと思いま

す。それにつきましては途中途中で確かに法律家の御意見を聞かなければならないことが

あろうかと思います。そのときにはしっかり聞いて、その対応を迷わないようにやってい

こうと思います。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

 ３番、石井壽富君。 
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○３番（石井壽富君） 

 いやいや、今法律家をというのも、アグレボバイオさんと今、去年の１２月何日かに幸

福産業さんから名義が変わったわけでしょう、登記は変わっておりますよ、バイオさん

に。それなら幸福産業と交渉ということではなしに、今法務局の届出が変わっておるわけ

ですから、幸福産業とどういうふうなやり取りを、こっちの弁護士によってそういうふう

な手続をしとるというのは十分分かります。しかし、１，０００万円お金を払う以上、何

らかのその担保をしとる裏づけ的なものの、今町が顧問弁護士に頼んで裁判所に向けてそ

ういうようなことは言うとるということは、これは弁護も解除できるからということにな

っておると思うんだじゃけれども、その１，０００万円、アグレボバイオさんとの、法務

局にもう差押えして栁瀬健一さんのものになっとるわけでしょう。ほんならそことの念書

なり何らかの書面とかというものきちっと取った上で１，０００万円の支払いということ

にせにゃいけんのじゃないですか。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山本町長。 

○町長（山本雅則君） 

 賃貸借契約は幸福産業と結んでまして、それは解除しました。今度は建物のほうのこと

を言われてる、建物についてはこの契約書、今日の資料にありますとおり、アグレボバイ

オさんとの契約でアグレボバイオさんから町が買い戻すという格好をしております。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

 西山宗弘君。 

○１１番（西山宗弘君） 

 すみません。ちょっと前後してあれなんですけど、先ほど山崎議員が町長に質問をし

た、確定したものと今石井議員が言われたその答弁がちょっと食い違ってたと思いますけ

ど、その辺をちょっと明らかにせんと、先ほど質問した山崎議員のその答弁との整合性が

問われるんで、そこをもう一度お願いします。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山本町長。 



- 40 - 

○町長（山本雅則君） 

 繰り返しになりますけど、山崎議員が言われた賃貸借契約、それにつきましては幸福産

業さんとの契約でございます。その契約を解除するためにもともとの債務不履行等がござ

いますので、弁護士と相談したらそれには配達証明付の解除通知を出すことによって解除

が確定するという指導の下、そのようにさせていただきました。であれば、この賃貸借契

約は解除ができてます。もう一方の校舎の買戻し案件につきましては、あくまでも第三者

のアグレボバイオさんに所有権が行ってます。それを町が同額の１，０００万円で買い戻

す議案を本日出させていただいております。 

 以上です。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第１１号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 賛成多数です。したがって、議案第１１号町有財産の取得につき議会の議決を求めるこ

とについては原案のとおり可決されました。 

 審議の途中ですが、ただいまより１１時１５分まで休憩します。 

            午前１１時０７分  休 憩 

            午前１１時１５分  再 開 

○議長（難波武志君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第１２、議案第１２号、令和３年度吉備中央町一般会計補正予算についてを議題と

します。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

 ９番、日名義人君。 

○９番（日名義人君） 

 ページ２５で農業費のところです、農業振興費。 

 頑張る農家応援補助金、これが減額されています、５００万円。令和４年度の当初予算

ではやっぱし３，０００万円が引き続き確保されている、そういう提案になっていたと思

います。まず間違いないと思うんですが、この頑張る農家応援事業というのは、機械の更

新等にしっかりと応援しようという発想でスタートしたと思います。ただ使い方の中に免

責要項が入ってました。ということは、大きな規模の農家にはよりたくさん応援が行く

と、小さな農家にはそれだけ差が生まれてしまうというような内容でしたが、いずれにし

ても機械の更新、もう一般的には高齢化して、もし今使っている農機がダウンしたらもう

それを機会に農業をやめようかというような発想は、本当に広がって定着してると言って

もいいぐらい、そういうのに対して応援をしようということです。少しでも頑張ってほし

い。だから非常にこの施策については農家の人がああよかったという、励まされたという

ことでした。ですから、私もちょっと利用させてもらおうかと思ったら、もうどんどん予

算オーバーしてしまって、もう順番が回ってこない。仕方がないなというような事態、こ

れが現状だった。そのぐらいの歓迎されてた。ところが、今年に入ってそれが残ったとい

うことに読み取れます。ということはどういう事情だったんだろうか。むしろ免責要項と

かそういうのがあってというようなところが足引っ張りになってた部分はないんだろうか

というふうな疑問も持ったんですが、聞きたいのは、せっかくあれだけ歓迎されていたの

に、今年になって余りが出た。これはそういう余ってるから借ってくださいよという情報

が期待している人に届かなかった結果なのか、言わばこちらの姿勢、農家に対する情報提

供、その不足からこういうことになってるのか、それとももう既に希望が超えるような状

況になっているのか、その辺り、来年度の予算、僕はもっと増やしてもろて、少々小規模

の農家でも、家族農業で頑張ろうか、還暦ぐらいは引き続き使いたいというところにしっ
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かり応援できるというのは、今必要だと思いました。 

 それから、移住なんかして新規就農、最初から大規模な営農、挑戦するというのは難し

いというふうなことで、比較的小規模から、野菜、こういうところから挑戦しようかとい

うのも結構移住者の中には多いです。というふうに考えたら、その使い方等もいろいろこ

れから工夫して、しっかり農家を励ますということが必要ではないかと思うのでこんな質

問をしています。 

○議長（難波武志君） 

 山口農林課長。 

○農林課長（山口文亮君） 

 日名議員の頑張る農家の減額についてということでございますが、現在３月２日時点の

状況ではありますが、交付申請件数は１２４件で、交付決定額といたしましては１億

８，０００万円ほどの予算を執行しております。残りが１，１００万円ほどが残っており

まして、その辺りを見るともう５００万円はもうここの議会で減額をさせていただいても

支障はないかなという数字で今回減額をさせていただいておりますが、決して出さないよ

うにするためにとかということではございません。ですから、新年度につきましても

３，０００万円の予算は確保しております。 

 結果といたしましては、当初の２年間については大規模農家等が多く出たということ

で、結局補助額が大きいですから申請人が少なくなったということで、ここ最近では５反

以上、１ヘク未満の方がおおむね１５％、それから１町、１ヘクから４ヘクの方が約７割

の方が申請をされております。大規模農家の方も１３％ほどありますので、決して宣伝は

十分できてると思いますし、それから各農機具屋さんにもそういったことの旨は周知し、

そこで申請書もできるように、当初からこれはデータを配って農機具屋さんのほうで宣伝

をしていただけてるとは思いますので、まず機械を新しく更新しようという希望がない限

り、この補助金も使えないわけなんで、元手が要りますので、その辺りは農家さんの頑張

る方に対しての応援事業ということで、これからも続けていきたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 はい。 

○９番（日名義人君） 

 もう一つ、免責要項が入っているので、小規模農家に対する底上げ的な支援という意味

で、免責要項を見直すというようなことは考えておられませんか。 
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 これ見てたら、なるほど、５町歩から１町歩以上が大半ということですが、私の周辺で

見ていたら５反以内、以下の人たちも結構家族労働で自家菜園よりは若干多めに、しかも

お年寄りの人たちが頑張って何とか田畑を頑張ってる。出荷もされているという方が結構

あるんです。そういう意味では、ここら辺に目を向けたもう少し手厚い応援も必要かな、

移住・定住の方も言いましたけれども、その辺の柔軟な対応は考えておられませんか。答

弁漏れだと思いますので。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山口農林課長。 

○農林課長（山口文亮君） 

 すみません。一番下の面積で１反以上の方から、１反から５反という枠があります。そ

ちらは２．４％、件数にしたら１１件ですけど、そういった方が利用はされております。

一応この制度は１反以上の農地を持つ方に対しての補助金ということで、４段階の区分分

けをさせていただいております。 

○９番（日名義人君） 

 それは分かっているんです。そこを見直すというような方向は。 

○農林課長（山口文亮君） 

 見直しについては、現在５年間の最終年度ですので、令和５年度からの制度については

これからいろんな意見を聞きながら検討をしていきたいと思っております。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

 １１番、西山宗弘君。 

○１１番（西山宗弘君） 

 ２９ページの中学校費、学校管理費の中でスクールバスの運行業務の減額が４００万円

となっておりますが、私聞き漏らしたんか、そのときにちょうど欠席してたかと思います

が、これの要因をお願いします。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 石井教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（石井純子君） 
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 西山議員の御質問にお答えします。 

 このスクールバス運行業務については入札によるものでございます。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 ２つです。１つは先ほどの頑張る農家のことですけども、一応今５年間でずっと執行さ

れておりますけど、どうも、私も二、三、聞くんですが、ちょっと小規模の人が行くと、

これは本人と全部役場とのやり取りを確認しておりませんので分かりませんが、いずれに

しても課長の御意見を伺いたいんですが、政府のほうは農地集積とか大規模農家をずっと

行くような方向でやっておりますけども、御存じように、随分ちょっと、去年でしたか、

同僚議員も国連の小農宣言ということで、小農家がやっぱりこれから持続可能な農業の主

軸になる、長期的に見たら最も経済的なという宣言を出しております。そう意味で、小規

模と言うても１反以下では話にならんと思いますが、その小規模農家についての今後のそ

ういう目配せみたいなことは、課長はどうお考えかということを一つ見解をお尋ねしま

す。 

 それから、もう一つは、予算書の２４ページのラーバニストの補助金が１，０００万円

が減額ですけども、これは何を改修しようとしてできなくて減額に、対象者なしというこ

とでしたけども、そこに管理者が入って解消要求があった場合はこの予算が充てられるで

はなかったかと思いますけども、ちょっとこの辺りの経緯について、どういうことを想定

してそれができなかったのかということをお答えしていただいたと思います。 

 というのは、今後、先ほど校舎、竹荘のことはちょっと話出て、またこれから地域のた

めということでしたけども、これから町の所有する学校統合のこともあります。つまり町

の所有する施設が空いたりしてくると、何かやっぱり計画倒れで終わらないでうまく利活

用できるような方策が必要だと思いますので、その一つのラーバニスト小森の里もいろい

ろこの間、何年も取り組んでおりますけども、順調に進んでいないというような認識を持

っておりますので、この辺りのラーバニスト、今回１，０００万円減額になった経緯をち

ょっとお知らせいただいて、今後町のいろんな空き施設の活用について生かしていけたら

いいなと思いますので、取りあえずそのラーバニストの改修費補助金減額になりましたそ

の理由とか、どうしてうまくいかなかったのかについてお答えをいただきたいと思いま
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す。 

○議長（難波武志君） 

 山口農林課長。 

○農林課長（山口文亮君） 

 頑張る農家で小規模の農業者をどうしていくかということで、これにつきましては、先

ほども言いましたが、これから１年間考えまして、第２期の頑張る農家応援事業に向けて

いろいろな御意見をいただきながら、町長と協議して新しい使いやすい制度に持っていき

たいと考えております。 

○議長（難波武志君） 

 根本協働推進課長。 

○協働推進課長（根本喜代香君） 

 山崎議員の御質問のラーバニスト小森の里についての内容ですけれども、ラーバニスト

小森の里のこの改修費につきましては、旧ラーバニスト小森の里を公募型プロポーザルに

より、契約した事業者が事業開始に伴う施設改修に要する費用の一部を補助するというも

ので、経費として上げさせていただいておりました。このたびにそういったことでプロポ

ーザルによる事業者を公募いたしました。公募いたしまして申請のところまで行ったんで

すけれども、いざプロポーザルにという段階になりまして御事情があってのことで御辞退

をされたというようなことがございます。 

 そういったことで、ちょっと時期的にもう年末、年度始めに差しかかるような状態でし

たので、今後の改修っていうのはもう年度的に年度内には間に合わないであろうというこ

とから、令和３年度では減額をさせていただいております。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 ラーバニストの件です。もうちょっと言及があればありがたかったです。というのが、

あの近くで民間の長屋門のあるところで、少し民間の方が事業をされておりますけども、

僕がここへ来たときラーバニスト、大変いいなと思って何回も温泉も利用させていただい

たんですけども、施設もそんなにと言うたら失礼ですけど、旧加茂川時代に農村リゾー

ト、今で言う農村リゾートですよね。ラーバニストという新しい造語で余裕を持って心の
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豊かな環境ということであったろうと思うんですが、ずっと何かうまくそこが活用されて

いないんですが、これはどのようにしたらできるかというのを我々も知恵を絞らんといけ

ませんけど、公募型プロポーザルで、提案型プロポーザル、提案型公募が一歩手前まで行

ったけどできなかったということですが、何かそのいや、こういうふうにやろうというこ

とは何か今回の減額はそういうことで致し方ないとしても、新しい利活用の展開を何かヒ

ント、この中であって考えてるかどうか、ちょっとその辺り、少し方向をお聞かせいただ

きたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 根本協働推進課長。 

○協働推進課長（根本喜代香君） 

 新年度に向けての新しい考えとか、そういったことについてだと思うんですけれども、

民間の方、近くで頑張っていらっしゃる方もおられますし、いろいろとそういったことも

コラボしながら考えていかなければならないとは思っているんですけれども、今のところ

来年度の予算については同じような形で公募していけれたらなというふうに考えておりま

す。また、その公募する中でどういったことを絡めていけたらいいのかっていうふうな方

向も考えながら、また公募できたらなというふうに思っております。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

 山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 お答えは結構ですけども、今後、発展的に観光協会が一般社団法人化されます。その全

体的な町のプログラムの中で、そういう町有施設の利活用についても、全体のグランドデ

ザイン中でうまくで活用を考えていただけたらと思いますので、先ほどの御答弁のよう

に、ぜひとも町に人が来るような魅力あふれる施設に利活用できたらいいと思いますの

で、議会も共々、執行部も御努力をお願いしたいと思いますので、これは答弁結構でござ

います。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

 ２番、山本洋平君。 
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○２番（山本洋平君） 

 ２５ページの、先ほどの同僚議員から質問あった頑張る農家の応援事業の下のところ

の、農業機械免許取得事業補助金が３００万円というふうに減額になっております。大体

お聞きしとるのが１０万円以内で大型特殊免許の取得ができると思うんですけど、

３００万円となると３０人分以上減額ということになるんですが、これは申請数は減って

るということに捉えてよろしいのでしょうか、説明のほうをお願いいたします。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山口農林課長。 

○農林課長（山口文亮君） 

 大型免許取得の補助金ですが、令和３年度につきましては、教習所で免許を取った方に

対しては、３万円以内の補助金を交付するということで実施しておりましたが、なかなか

教習所にも行けれないというような方の御意見がありましたので、町で独自に講師それか

らトラクター等をリースいたしまして、その講習会に充てた経費で、当初は２回実施する

予定にしておったんですが公募をかけた結果、定員いっぱいの１５名でした。もう二、三

名おりましたが、その方たちは免許の必要性のない方、興味で取ろうかなというように見

受けられましたので、もう次の募集はいたしませんでしたので、そういった経費、それか

ら実際教習所に行って大特取得をされる方の人数も令和２年から比べると令和３年につい

てはほぼほぼ、本当に必要な方は取られたのかなということで件数が減ったものと見てお

ります。ですから、令和４年についても若干人数を少なく見させて予算要求をさせていた

だいております。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 
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○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第１２号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第１２号、令和３年度吉備中央町一般会計補正予算に

ついては原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第１３、議案第１３号、令和３年度吉備中央町国民健康保険特別会計補正予算につ

いてを議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第１３号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第１３号、令和３年度吉備中央町国民健康保険特別会

計補正予算については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○議長（難波武志君） 

 日程第１４、議案第１４号、令和３年度吉備中央町介護保険特別会計補正予算について

を議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 ９ページの国庫支出金の一番下なんですけども、努力支援交付金２７０万円余りがあり

まして、これらが上程のときの説明では、健康づくり事業の実態による交付ということの

御説明でしたけども、ちょっと出のほうを見ても分からないんですが、これは具体的にこ

の努力支援交付金というのは、介護予防とか介護にできるだけかからないようにするため

の努力に対する支援交付と思われますけども、具体的にこれ何に対してお金が２７０万円

もつく、そしてこれどういう、実際に事業を介護保険の中でやっているのでしょうか。 

○議長（難波武志君） 

 奥野福祉課長。 

○福祉課長（奥野充之君） 

 ５番、山崎議員の御質問にお答えします。 

 介護保険者努力支援交付金の用途ということでございますが、まずこの交付金につきま

しては、先ほど議員さんおっしゃられたとおり、介護予防いわゆる住民主体の集いの場で

すとか、はつらつ元気体操、そういったところにどれだけ力点を町として置いてるかとい

うことに対して国から下りるものでございます。用途としては、やはり保険給付というこ

とではなしに、そういった介護予防に関する事業に対して支出をするものでございます。 

○議長（難波武志君） 

 ほかに御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 
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            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第１４号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第１４号、令和３年度吉備中央町介護保険特別会計補

正予算については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第１５、議案第１５号、令和３年度吉備中央町再生可能エネルギー事業特別会計補

正予算についてを議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第１５号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第１５号、令和３年度吉備中央町再生可能エネルギー

事業特別会計補正予算は原案のとおり可決されました。 
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            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第１６、議案第１６号、令和３年度吉備中央町診療所特別会計補正予算についてを

議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第１６号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第１６号、令和３年度吉備中央町診療所特別会計補正

予算については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第１７、議案第１７号、令和３年度吉備中央町上水道事業会計補正予算についてを

議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 
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 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第１７号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第１７号、令和３年度吉備中央町上水道事業会計補正

予算については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第１８、議案第１８号、令和３年度吉備中央町下水道事業会計補正予算についてを

議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第１８号について採決します。 

 本案は原案のとおり採決することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 
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○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第１８号、令和３年度吉備中央町下水道事業会計補正

予算については原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 明日３月２３日に予定しております日程第３、議案第２０号から日程第１３、議案第

３０号までを都合により繰上げ、これを本日の日程に追加し、議題にしたいと思います。

御異議ありませんか。 

            〔「異議なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 異議なしと認めます。したがって、明日２３日に予定しております日程第３、議案第

２０号から日程第１３、議案第３０号までを本日の日程に追加し、議題とすることに決定

をしました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第１９、議案第２０号、令和４年度吉備中央町国民健康保険特別会計予算について

を議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第２０号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 
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○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第２０号、令和４年度吉備中央町国民健康保険特別会

計予算については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第２０、議案第２１号、令和４年度吉備中央町介護保険特別会計予算についてを議

題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第２１号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第２１号、令和４年度吉備中央町介護保険特別会計予

算については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第２１、議案第２２号、令和４年度吉備中央町後期高齢者医療特別会計予算につい

てを議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 
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            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第２２号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第２２号、令和４年度吉備中央町後期高齢者医療特別

会計予算については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第２２、議案第２３号、令和４年度吉備中央町再生可能エネルギー事業特別会計予

算についてを議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 
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 議案第２３号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第２３号、令和４年度吉備中央町再生可能エネルギー

事業特別会計予算については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第２３、議案第２４号、令和４年度吉備中央町育英資金特別会計予算についてを議

題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第２４号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第２４号、令和４年度吉備中央町育英資金特別会計予

算については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第２４、議案第２５号、令和４年度吉備中央町診療所特別会計予算についてを議題
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とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第２５号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第２５号、令和４年度吉備中央町診療所特別会計予算

については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第２５、議案第２６号、令和４年度吉備中央町住宅新築資金等貸付事業特別会計予

算についてを議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 
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○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第２６号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第２６号、令和４年度吉備中央町住宅新築資金等貸付

事業特別会計予算については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第２６、議案第２７号、令和４年度吉備中央町吉川財産区管理会特別会計予算につ

いてを議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第２７号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第２７号、令和４年度吉備中央町吉川財産区管理会特

別会計予算については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○議長（難波武志君） 

 日程第２７、議案第２８号、令和４年度吉備中央町賀陽財産区管理会特別会計予算につ

いてを議題とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第２８号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第２８号、令和４年度吉備中央町賀陽財産区管理会特

別会計予算については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第２８、議案第２９号、令和４年度吉備中央町上水道事業会計予算についてを議題

とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 
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 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第２９号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、議案第２９号、令和４年度吉備中央町上水道事業会計予算

については原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第２９、議案第３０号、令和４年度吉備中央町下水道事業会計予算についてを議題

とします。 

 これより質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 討論なしと認めます。 

 議案第３０号について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 
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 全員賛成です。したがって、議案第３０号、令和４年度吉備中央町下水道事業会計予算

については原案のとおり可決されました。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれにて散会とします。 

 御苦労さまでした。 

            午前１１時５６分  閉 議 


